
単元構想表  教科（数学）  学年（２）年       単元名 ： 図形の性質と合同 

単元で付けたい力： 
  ・平行線や角の性質を理解すること。B(1)ア(ア)【知・技】 
  ・多角形の角についての性質が見いだせることを知ること。B(1)ア(イ)【知・技】 
  ・平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。B(2)ア(ア)【知・技】 
  ・証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。B(2)ア(イ)【知・技】 
  ・基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明すること。B(1)イ(ア)【思・判・表】 
・三角形の合同条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめたり、証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。B(2)イ(ア)【思・判・表】 
・基本的な平面図形の性質や図形の合同及び数学的な推論について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、 
 解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

時 評価規準 めあて・課題 学習内容・流れ まとめ 生徒に期待する振り返り 
教員の 

振り返り 

１ 知① 

：ノート 

 

態① 

：行動観察 

 

いくつかの直線が
交わってできる角
について考えよ
う。 

 

 

 

 

問題発見 

 

 

 

 

 

 

見通し 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

①今まで知っている図形について思い出す。 
②タイルが並んでいる図を観察して、気が付いたことを共有す
る。 
③なぜ図形の学習をするのかを考える。 
④一本の棒に 2本の棒をピンで留めた模型を観察し、気が付
いたことを共有する。（対頂角は等しいことや、同位角が等しい
ときに 2直線は平行になることに気が付く。） 

（◆GeoGebra使用） 
⑤2直線が交わるときにできる角を対頂角と言うことを知る。2
直線が交わるとき、対頂角は等しいことはいつでも言えるのか
考える。 
⑥どうすればいつでも言えることになるのか考える。 

（◆クラウドで共有） 
⑦文字を使って根拠をもとに説明を書く。（◆クラウドで共有） 
⑧友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑨対頂角の定義をまとめる。 
⑩同位角、錯角を知る。 

・２直線が交わる時に
できる向かい合った
角を対頂角、２直線
に対して１本の直線
が交わるときには、同
位角と錯角の位置関
係がある。 
・対頂角は等しい。 

・小学校では、角の大きさを測
ったり、図を切ったりして対頂
角が等しいという事は知って
いたけど全ての対頂角につい
て確かめたことになっていな
かった。対頂角が等しいことが
いつでも言えるためには、 
∠a、∠ｂ、∠ｃなどを使って角
を表し、直線が 180°という性
質を使って確かめることがで
きることが分かった。 
小学校のときに他にも性質を
使っていたけど、いつでも言え
ることは確かめてなかった。こ
の単元でもっとたくさんの性
質がいつでも言えることを説
明したい。 

 

２ 知① 

：行動観察 

 

平行線の錯角が
等しいことを説明
しよう。 

問題発見 

 

 

 

見通し 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

 

①ノートの罫線と交わるように線を引いた図をみて、気が付い
たことを共有する。 
②平行線の同位角が等しいことを確認する。 
③平行線の錯角はどんな特徴を持っているか考える。 
④平行線の錯角は等しいという性質がいつでも成り立っている
ことを説明するにはどうしたらいいのか考える。 
⑤根拠をもとに説明を書く。         （◆クラウドで共有） 
⑥友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑦錯角が等しいときは 2直線は平行になるのか考える。 

（◆GeoGebra使用） 
⑧錯角が等しいとき、2直線は平行になることを、根拠をもとに
説明を書く。                      （◆クラウドで共有） 
 

平行線の錯角がいつ
でも等しいことは、平
行線の同位角が等し
いことと対頂角が等
しいことをもとに説明
することができる。 
・錯角が等しい 2直
線が平行であること
は、同位角が等しい
ならば平行であるこ
とと対頂角は等しい
ことをもとに説明する
ことができる。 

平行線の錯角がいつでも等し
くなることを、前回と同じように
文字を使って、平行線の錯角
が等しいことと、対頂角が等し
いことをもとに説明することが
できた。 
説明をするときにはすでに確
かめられている性質を理由に
してかくと、説明できることが
わかった。 

 

３ 知① 

：行動観察 

 

思① 

：ノート 

 

三角形の角につ
いて考えよう。 
 
 

問題発見 

 

 

見通し 

 

 

 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

 

 

①タイルが並んでいる図を見て、対頂角、同位角、錯角を見つ
ける。三角形が合同なら、同位角や錯角が等しいから 2直線は
平行であることを確認する。 
②タイルが並んでいる図を三角形に注目し、小学校で学習した
三角形の内角の和が 180°であることを確かめた方法を思い
出す。 
③小学校で学習した方法では、すべての三角形について確か
めたことになっていないことを確認する。 
④タイルが並んでいる図を使って、三角形の内角の和が１８０°
になることを根拠をもとに説明を書く。（◆クラウドで共有） 
⑤友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑥説明を振り返って三角形の外角についての性質を見いだし、
三角形の１つの外角はそれに隣り合わない 2つの内角の和に
等しいことがなぜ言えるのか根拠をもとに説明する。 
⑦三角形の形を変えても、内角の和、外角の和は変わらないこ
とを確認する。                   （◆GeoGebra使用） 
⑧角の大きさに注目して三角形を整理する。 
（鋭角三角形、直角三角形、鈍角三角形） 

・三角形の内角の和
は 180°である。 
・三角形の１つの外
角はそれと隣り合わ
ない 2つの内角の和
に等しい。 
 

三角形の内角の和が 180°で
あることは、1つの頂点を通る
三角形の辺の平行線をひき、
平行線の同位角や錯角の性
質を使って、１つの頂点の周り
に三角形の角と等しい大きさ
の角を集め、直線は１８０°であ
ることを使って説明できること
がわかった。小学校の時にも
三角形の内角の和は 180°で
あることは学んだが、一部の
三角形のことしか確かめてい
ないことがわかった。文字を使
って説明することで、どんな三
角形でも必ず内角の和が
180°であることが説明できる
ようになった。 

 

４ 知① 

：ノート 

 

態① 

：行動観察 

角の大きさを求め
よう。 
 
問題１ 
 
 
 
 
 
 
 
問題２ 

問題発見 

 

問題解決 

 

数学的な

表現を使

って説明 

問題発見 

 

見通し 

問題解決 

 

振り返っ

て考察 

数学的な

表現を使

って説明 

①問題１ ２つ平行線に直線ℓが交わっているときのχの角度を
考える。（求められない。） 
②問題１に直線ｍを書き加えて、20°、30°の条件を付け加え
る。このときのχの角度を求める。 
③どのように求めたのか、根拠をもとに説明を書く。 

（◆クラウドで共有） 
④それぞれの求め方から何の性質を使っているかを確認する。 
⑤問題２ 問題１の図の点 B を動かし問題２の図にする。このと
きのχの角度を求めることを確認する。（◆GeoGebra使用） 
⑥どのようにすれば解決できるのか考える。 
⑦補助線を引いて、図を共有する。 （◆クラウドで共有） 
⑧図を見て、何の性質を使っているかを考える。 

（◆クラウドで共有） 
⑨問題２の点 B を動かして、規則を見つける。 

（◆GeoGebra使用） 
⑩数値を置いていた角を∠a、∠b として、その規則が成り立っ
ている理由を根拠をもとに説明する。（◆クラウドで共有） 

∠Bの大きさを求め
るには、補助線をひき
（例えば点 B を通る
直線ℓと mに平行な
直線）、平行線の同
位角や錯角の性質を
使って求めるとよい。 

私は、直線 CB を伸ばして、平
行線の錯角の性質と三角形
の内角の和が 180°であるこ
とを使って∠Ｂの大きさを求め
たけど、友達は、三角形の外
角の性質や、点Ｂを通る平行
線を引いて平行線の錯角の
性質を使って求めていた。方
法は様々だけど、これまで学
習した性質を使っていることは
共通していた。何の性質が使
えそうかと予想して補助線を
引くことが大切だと思った。 

 

５ 知② 

：ノート 

 

思③ 

：行動観察 

多角形の内角の
和について考えよ
う。 
 
 

問題発見 

 

 

 

見通し 

 

問題解決 

 

数学的な

表現を使

って説明 

 

 

振り返っ

て考察 

①三角形の内角の和は 180°であるが、四角形、五角形、六角
形と角を増やしていき、ｎ角形になったら内角の和はどうなるの
かという問いを共有する。（それぞれの図を提示する。） 
②見通しを立てる。（三角形に分ける） 
③四角形、五角形、六角形、ｎ角形の内角の和について考える。 

（◆クラウドで共有） 
④どのように考えたのかを図を使って根拠をもとに説明を書く。 

（◆クラウドで共有） 
⑤友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑥どんな性質を根拠として説明しているのかを確認する。（三
角形の内角の和は 180°） 
⑦n角形の内角の和を文字 nを使って表すことができることを
確認する。 
⑧三角形の分け方が違っていても、内角の和を文字で表すこと
で、最終的には 180°×（ｎ－２）になることに気づく。また、ｎ角
形の形が変わっても内角の和は変わらないことに気が付く。       

（◆GeoGebra使用） 

多角形の内角の和を
求めるには、多角形
を三角形に区切るこ
とで、三角形の内角
の和は 180°である
ことをもとに求めるこ
とができる。ｎ角形の
内角の和は 180°× 
(n− 2)で求められ
る。 

ｎ角形の内角の和は、三角形
に分けて考えることで、 
180°×（n－２）になることが
わかった。この１つの式で、ど
んな形のどんな多角形につい
ても内角の和を表しているの
がすごいと思った。多角形の
内角の和には、式で表せる規
則性があったから、外角にも
規則性があると思う。調べて
みたい。 

 

ⅿ 

 

ℓ 

χ 

30° 

40° 

χ 

A 

B 
C 

20° 30° 

A 

B 

C 



⑨いくつかの多角形の内角の和を、180°×（ｎ－２）を使って求
める。 

６ 知② 

：ノート 

多角形の外角の
和について考えよ
う。 
 

問題発見 

 

見通し 

 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

 

 

振り返っ

て考察 

①前時では、内角の和には規則があったが、外角の和に規則
があるのかという問いを共有する。 
②三角形、四角形、五角形について外角の和を求める。 

（◆クラウドで共有） 
③ｎ角形の外角の和は 360°になることを予想する。 
④ｎ角形の外角の和が 360°になるという予想がいつでも成り
立つかどうかをｎを使って、根拠をもとに説明を書く。 
⑤どんな性質を根拠としているのか確認する。 
（多角形の内角の和は 180°×（ｎ―２）、１つの内角と外角の
和は 180°） 
⑥ｎ角形の外角の和が 360°であることを確認する。 

（◆GeoGebra使用またはデジタル教科書） 
⑦多角形の外角の性質を使って角の大きさを求める。 

多角形の外角の和は
360°である。 
多角形の外角の和を
求めるには、n角形の
n個の頂点の内角と
外角の和の和から n
角形の内角の和を引
くとよい。 
 

多角形の外角の和はいつで
も 360°であることがわかっ
た。私は、角度を自分で決め
て外角の和を求めて、何角形
でも 360°になることを予想し
た。多角形の各頂点の内角と
外角の和と多角形の内角の
和の差が外角の和になってい
ることから文字を使って説明
することができた。 

 

７ 思① 

：ノート 

態③ 

：行動観察 

凹んだ図形の角
の大きさを求め説
明しよう。 
 

問題発見 

 

 

見通し 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

 

 

振り返っ

て考察 

①4時間目に扱った平行線に２つの直線が交わってできる角
について思い出し、平行線でない場合はどうなるのかを考える
という問いを共有する。 
②今まで学習した図形の性質のどれかが使えないか考え、見
通しを立て補助線を引く。          （◆クラウドで共有） 
③χの角の大きさを求める。 
④どのように求めたのかを、根拠をもとに説明を書く。 

（◆クラウドで共有） 
⑤友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑥それぞれの求め方の根拠となっている図形の性質について
考える。 
⑦4時間目に扱った平行線に 2つの直線が交わってできる角
の規則は、平行でない場合は成り立たないことを確認する。 
⑧類題を解く。 

角の大きさを求める
ためには、補助線を
引いて今までに確か
めた図形の性質を使
うとよい。 
 

今まで学習した図形の性質が
どれか使えないかと考えて補
助線を引くと考えやすかった。 
友達の補助線の引き方をみ
て、平行線の性質を使うことに
気づくことができた。説明する
ときには、補助線を何のため
に引いたのか、どの図形に着
目して、どんな図形の性質を
使うとどこの角の大きさが求
められるのかいうことを伝える
とわかってもらえた。 

 

８ 思① 

：ノート 

星型五角形の外
側の角の和を求
めよう。 
 

問題発見 

 

 

 

見通し 

 

問題解決 

 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

①これまでの学習からさらに発展して、複雑な図形の角ではど
んな性質があるのかを考えることを共有する。（5時間目に学
習した五角形の内角の和から星形五角形の外側の角の和に
条件を変える） 
②星型五角形の外側の角に着目して図形の頂点を動かして観
察し、外側の角の和を予想する。 （◆GeoGebra使用） 
③予想したことが成り立つことを、図を使って考える。 

（◆クラウドで共有） 
④考えたことを根拠をもとに説明を書く。（◆クラウドで共有） 
⑤星形五角形を星形六角形や星形七角形など条件を変えて
外側にできる角の和が何度になるのか考える。 

（◆クラウドで共有） 

・星型五角形の外側
の角の和は 180°で
ある。 
・これまでに学習した
三角形の内角の和の
性質や平行線の錯角
や同位角の性質や三
角形の外角の性質や
直線は 180°になる
ことをもとにすると、星
型五角形の外側の角
の和は常に 180°に
なることが説明でき
る。 

星型五角形の外側の角の和
を求めるには、星型五角形の
中の 1部の図形に着目し、こ
れまで学習した図形の性質を
使って、まずわかる角の角度を
書き出す。次に、別の図形に着
目し、書き込んだ角度から他
の角の角度を出していくと、三
角形の内角や直線の角に集
めてくることができ、180°であ
ることを説明することができ
た。 

 

９ 知① 

：小テスト 

態① 

：振り返りシ

ート 

これまでの学習を
振り返ろう 

 ①教科書の確認問題に取り組む。 
②小テスト（４章単元チェックの①～⑥）をする。 
③自分で問題を選んで取り組む。 
・フォローアップ４章(1)（２）のシート、 
・チャレンジ４章（１）のシートの１、３の問題に取り組む。 
・「これだけは問題」に取り組む。 

④これまでの学習を振り返ってまとめる。 

 問題を解くときには、まず、ど
の図形の性質を使うことがで
きそうかを考えてからとりかか
るといいと思った。 

 

１０ 知③⑤ 

：ノート 

 

平面図形の合同
ってどういうことだ
ろう。 

問題発見 

 

 

問題解決 

 

振り返っ

て考察 

 

 

 

①図形を観察し、図形の形について気づいたことを考える。 
②小学校で学習した合同について思い出す。 
③図形を操作し、ぴったり重なるか確認する。 

（◆GeoGebra使用） 
④図形がぴったり重なることから、辺の長さや角の大きさに着
目して、対応する辺の長さや角の大きさが等しいことに気が付
き、合同な図形の性質としてまとめる。 
⑤合同であることを≡を使って表すことや、角の大きさや辺の長
さが等しいことを＝を使って表すことを知る。 
⑥合同であることから、図を動かさなくても、1つの図形の辺の
長さや角の大きさを知りたいときは、対応する辺や角の大きさ
がわかれば求められることを理解する。 

合同な図形の性質 
・合同な図形では、対
応する線分の長さが
それぞれ等しい。 
・合同な図形では、対
応する角の大きさが
それぞれ等しい。 
四角形 ABCD と四
角形 EFGHが合同
であるとき、四角形
ABCD≡四角形
EFGH と表す。 

小学校の時にも合同を学習し
たが、中学校では≡の記号を
知ったことにより、２つの図形
が合同であることを四角形
ABCD≡四角形 EFGHのよう
に表すことができるようになっ
た。 
また、対応する角の大きさが
等しいことや辺の長さが等し
いことを＝を使って表すことも
できるようになった。合同な図
形では、対応するすべてに辺
の長さや角の大きさが等しく
なることがわかった。 

 

1１ 知⑤⑥ 

：行動観察 

 

２つの三角形につ
いて、最小限どん
なことがわかれば
合同だと言うこと
ができだろうか。 
 
 

 

 

問題発見 

 

 

見通し 

 

問題解決 

 

 

 

 

①前時を振り返って、２つの三角形が合同だとしたら、辺や角に
ついてどんなことがいえるのか確認する。 
②逆にどんなことがわかれば、２つの三角形は合同だといえる
のかを確認する。（対応するすべてに辺の長さが等しく、角の大
きさが等しい） 
③すべての対応する辺や角について調べて等しいことが言えな
いと合同ではないのだろうかと考える。 
④２つの三角形について、合同であることが言えるために最小
限、必要なことは何か考える。 
⑤小学校のときに学習した合同な三角形のかき方を思い出
す。                         （◆デジタル教科書、動画） 
⑥合同な三角形のかき方をもとに、どんな三角形でも三角形
の合同条件がそろえば、合同であることを確認する。 
⑦三角形の合同条件をもとに、三角形の合同を判断する。 

三角形の合同条件 
①3組の辺がそれぞ
れ等しい。 
②2組の辺とその間
の角がそれぞれ等し
い。 
③1組の辺とその両
端の角がそれぞれ等
しい。 

最初、２つの三角形について、
合同であることを確かめるた
めには、３つの辺と３つの角が
全て等しいことが分からない
といけないと思っていたけど、
小学校の合同な三角形のか
き方を振り返って、全部で３つ
の要素があれば合同であるこ
とがわかることが分かった。 
角の位置が重要なので、辺と
角の位置関係に注意したい。 
 

 

1２ 知⑥⑦ 

：ノート 

 

 

２つの三角形が
合同である事を
確かめよう。 

問題発見 

見通し 

 

問題解決 

 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

 

①合同な三角形を予想する。 
②どうすれば合同であるといえるかを考える。 
（合同条件を使えば合同といえる） 

③２つの三角形が合同であることの理由を考える。 
（◆クラウドで共有） 

④合同であることを根拠をもとに説明を書く。 
（◆クラウドで共有） 

⑤友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑥合同であることから始めわからなかったことでわかったこと
はないかを考える。（対応する角度がわかる） 
⑦前提条件を変えずに図を動かし、合同だといえるのか、その
理由は先ほどの説明と変わらないのかを確認する。 

（◆GeoGebra使用） 
⑧類題に取り組む。 

図形の中の２つの三
角形が合同であるこ
とを確かめるために
は、前提となる条件
や、図形の性質をもと
に、合同条件のどれ
がいえるのか考えて１
つの合同条件がいえ
ればいい。 

合同と予想した２つの三角形
について、条件から、まず合同
条件を２つにしぼり、その合同
条件がいえるためにはあとど
の辺や角が等しいことがいえ
ればいいか、それがいえるた
めに図形の性質が使えない
か考えて合同条件を１つに絞
ることで合同であることを説
明することができた。 
条件が変わらないならば、図
の形が変わっても、合同であ
る理由は変わらないことがわ
かった。 

 

40° 35° 

20° 

χ 

30° 

40° 

χ 



 

1３ 知④⑦ 

：ノート 

態① 

：行動観察 

図をかいて見つけ
た性質がいつで
も成り立つことを
確かめる方法を
考えよう 

 

 

問題発見 

 

 

 

 

 

見通し 

 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

①図をかく。（点 Pで線分 AB と交わる線分 CD を AP＝CP、
BP＝DP となるように引く。） 
②線分の長さについて成り立つことはないか考える。（AD＝CB
だろうと予想する。） 
③友達がかいた図をみて、自分が予想したことは、自分がかい
た図以外でもいえそうか考える。 （◆クラウドで共有） 
④予想したことは本当にいつでも成り立つのか考えることを確
認する。 
⑤成り立つことを説明するにはどうすればいいか考え、見通し
を立てる。                  （◆クラウドで共有） 
⑥自分の考えを根拠をもとに説明を書く。（◆クラウドで共有） 
⑦友達に説明を伝え、加筆修正する。 
⑦仮定と結論、証明の仕組みについて知る。 
⑧証明の仕組みを確認しながら、証明を書く。 
⑨改めて自分や友達のかいた図や証明を見て、条件が変わっ
ていなければ、図の形が違う場合でも証明は同じになることに
気づく。                     （◆クラウドで共有） 

見つけた性質がいつ
でも成り立つことを
確かめるには、証明
が必要である。 
前提条件（仮定）や
今まで確かめてきた
図形の性質を根拠と
して辺や角が等しい
ことをもとに合同な三
角形であることを書
き、合同な図形の性
質を使って、辺の長さ
が等しいことを言え
ばいい。 

予想したことが、1つの図で
長さを図って成り立っていて
も、条件を満たす図はたくさん
かけるから、いつでも言えるこ
とを説明するには、証明する必
要があることがわかった。 
証明とは、ある事柄が正しいこ
とを示すための説明で、正し
いと認められていることを根
拠として筋道を立てて説明し
ていくことだと分かった。 
 

 

1４ 知⑦ 

：ノート 

思② 

：ノート 

証明の方針を立
てよう。 
 
 
 
 
 
 

問題発見 

 

 

 

見通し 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

①角の二等分線を作図する。 
②１年で学習した手順で作図ができることを証明していくこと
を確認する。 
③仮定と結論、証明に使えそうな根拠について考える。 
④仮定から結論を導くための証明の方針を立てる。 
⑤方針を書く。               （◆クラウドで共有） 
⑥方針を友達に説明し、加筆修正をする。（◆クラウドで共有） 
⑦証明を書く。               （◆クラウドで共有） 
⑧自分の証明を振り返り、根拠はあるか、証明の流れにおかし
いところはないか確認する。 

証明の方針をたてる
には、仮定と結論を
明らかにし、まず結論
を含む合同だといえ
そうな三角形がない
か探す。どの合同条
件がいえそうか仮定
や図形の性質から等
しい辺や角をみつけ
ればいい。 

証明の方針を立てるときには、
まず仮定と結論をはっきりさせ
ることが大事だと思った。ま
た、図にも色を変えてかいてお
くと仮定と結論が混ざらない
と思った。結論を含む三角形
に注目して考えると合同条件
を見つけやすかった。 
また、証明をした後は、もう一
度証明を振り返って、根拠は
あるか、証明の流れにおかし
いところはないかを確認すると
いいと思った。 

 

1５ 思② 

：ノート 

態② 

：行動観察 

証明の方針を立
てて、証明しよう 
 

問題発見 

 

 

 

 

 

見通し 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

①線分 AB と線分 CDが交点 Pで交わり、AP＝BP、CP＝DP
である図を操作・観察し、AC と DBについて気づいたことをか
く。                        （◆GeoGebra使用） 
    （AC＝DB、AC//DB） 
②結論は AC＝DB と AC//DBであることを証明することを確
認する。 
③自分が言いたい結論を選び、証明するための方針を考える。 
④方針を書く               （◆クラウドで共有） 
⑤方針を友達に説明し、加筆修正をする。（◆クラウドで共有） 
⑥証明を書く。              （◆クラウドで共有） 
⑦友達に証明を説明し、加筆修正する。（◆クラウドで共有） 
⑧結論が違う証明を比べて、気が付いたことをまとめる。 

・２つの線分が等しい
という結論を証明す
るためには、合同条
件を使って２つの三
角形が合同であるこ
とをいうとよい。 
・２つの線分が平行
であるという結論を
証明するためには、平
行線になるための条
件である錯角が等し
いことを使うとよい。 

私は図から見つけたことは
AC＝DB という長さが等しい
ことだったが、友達は、
AC//DB という２辺が平行な
ことを見つけていた。結論が
違うので、方針も違っていたけ
ど、△ＡＰＣと△ＢＰＤに注目し
て合同を示すところまでは同
じだった。平行であることを言
うには錯角の位置関係になっ
ている角が等しいことと合同
な図形の性質を使って言えば
いいことが分かった。 

 

1６ 思③ 

：ノート 

態② 

：行動観察 

図形を観察し、気
づいたことを証明
しよう 
 

問題発見 

 

 

 

 

 

 

見通し 

問題解決 

数学的な

表現を使

って説明 

振り返っ

て考察 

①点 Cは線分 AB上の点で、四角形 ACDE、四角形 CBFG
は正方形である図を操作・観察し、気が付いたことを共有する。              

（◆GeoGebra使用◆クラウドで共有） 
（AG＝DB、△ACG≡△DCB、 
∠AGC＝∠DBC、∠GAC＝∠BDC） 

②自分で証明したいことを選ぶ。（◆クラウドで共有） 
③仮定と結論を整理する。    （◆クラウドで共有） 
④証明するための方針を書く。 （◆クラウドで共有） 
⑤方針を基に証明する。      （◆クラウドで共有） 
⑥友達に証明を説明し、加筆修正する。（◆クラウドで共有） 
⑦証明から新たなことを発見する。（◆クラウドで共有） 
⑧自分の考えた証明や他の人が考えた証明を見て、自分が選
んだ結論と他の人が選んだ結論のつながりについて考える。 
⑨さらにわかることはないか考える。 
（例）対応していない角の関係  ∠AGC＋∠CDB＝90° 
⑩条件を変えても結論は変わらないのかを追究する。 
（家庭学習） （例）・正方形を正三角形や正五角形に変える。    
                ・点 Cが線分 AB上にない。  

図形について、気づ
いたことを証明するに
は、合同な三角形を
見つけて合同である
ことを示し、合同な図
形の性質を使って結
論を示せばよい。 

私は図形を観察して、AG＝
DB であることに気づいて、証
明したけど、証明の後で考え
てみると、図を観察した時には
気づかなかった角の大きさも
等しくなることが分かった。 
条件の「四角形はともに正方
形」を他の図形に変えても同
じことが言えるか考えてみた
い。 

 

1７ 知①⑤⑥

⑦ 

：ノート 

思② 

：行動観察 

これまでの学習を
振り返ろう 

 ①教科書の章末問題に取り組む。 
②自分で問題を選んで取り組む。 
・４章単元チェックの⑦～⑫ 
・４章フォローアップ（3）(4)のシート 
・４章チャレンジ(1)のシート２の問題、（２）のシート 
・「これだけは問題」に取り組む 

 図形の性質を証明するときに
は、まず仮定と結論を確認し
て、図に印を入れることが大
事だと思った。そうすると注目
する三角形が見えてきた。根
拠を意識して書きたい。 

 
 

1８ 知①⑤⑥

⑦ 

：ノート 

態① 

：振り返りシ

ート 

これまでの学習を
振り返ろう 

 ①単元テスト（単元チェック）をする。 
②単元の学習を振り返ってまとめる。 

 始めどんな性質かわからなか
ったけど、図形を観察すること
で、なんとなく見えてきた。その
性質を根拠をもとに証明する
ことで、他の人にも明確に伝
えることができた。 

 

 
 

 
単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①平行線や角の性質を理解している。  
②多角形の角についての性質が見いだせることを知っている。  
③平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理
解している。  
④証明の必要性と意味及びその方法について理解している。 
⑤＝や≡等の記号を用いて図形の関係を表したり読み取ったり
することができる。 
⑥三角形の合同条件について理解している。 
⑦仮定と結論の意味を理解している。 

①基本的な平面図形の性質を見いだし、平行 
線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ説明
することができる。  
②三角形の合同条件などを基にして図形の基
本的な性質を論理的に確かめることができる。 
③証明を読んで新たな性質を見いだし表現する
ことができる。 

①平面図形の性質のよさや証明の必要性と意味及び
その方法を考えようとしている。 
②図形の合同について学んだことを生活や学習に生
かそうとしている。  
③平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとしている。 

 

単元ゴールの姿： 
○図形を観察・操作を通して見いだした性質について根拠をもとに証明することができ、自分の考えた推論の過程を他者にわかりやすく表現することができる。 
○証明を振り返り、新たな性質を見いだしたり、さらに追究しようとしたりする。 
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